
(８節　仕上塗材仕上げ)（9.8.4）外壁造作 (１節　一般事項)化粧ばり構造用集成柱 ・下記による　・図示 (9.2.2（b)(2))
11．材　料9-3 仕上塗材の呼び名、仕上げの形状及び工法 (15.8.2(a))(表15.8.1)樹　種 寸　法名　称9-2 １．適用範囲 この章は、木造の建築物で、金属板葺、粘土瓦葺、スレート葺及び (13.1.1)寸　法（mm） その他樹種(化粧薄板) 化粧薄板の厚さ樹種(心材) 材面の品質

※図示 ・ ※図示付け土台 ・ 呼　び　名 工　法仕上げの形状 備　考種　　類アスファルトシングル葺並びにとい工事に適用する。
含水率 13 (２節下地及び下葺)※図示 ・ ※図示雨押え ・木 木※15％以下 見切り縁,笠木,外部回り縁 ※図示 ・ ※図示 (13.2.2(b))・ ・２．材　料 下葺材料　 ※ 改質アスファルトルーフィング下葺材（一般タイプ）940
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※図示 ・ ※図示陸ひさし ・ 軒先は（粘着層付タイプ）
(３節　金属板葺)※図示 ・ ※図示霧除けひさし ・

（c）造作用単板積層材 ・下記による　・図示 (13.3.2(a))(表13.3.1)工 腕木ひさし ※図示 ・ ※図示 ３．材　料・ 屋根金属板の種類及び厚さ工
(9.2.2（b)(2))「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

※JIS G 3322 屋根用コイル　厚さ0.4ｍｍ
その他表面の品質 防虫処理厚さ（mm） 12.内部壁 内部壁 （9.9.1～9.9.5） ・

樹　種 寸　法名　称 (13.3.2(b))(表13.3.2)(表13.3.3）表面加工　・有り（・天然目化粧加工　・塗装加工） 特 殊 釘 の 種 類 、 形 状 、 寸 法 等 ：事 事 ※図示 ・ ※図示胴　縁 ・ ・間隔＠・なし（等級　・　　　　） ※木標仕13.3.2（b）による。 内装薄塗材Ｗの耐湿性 ・必要　　・必要なし
※図示 ・ ※図示羽目板張り ・ ・・ 複層仕上塗材の耐候性 ※ 耐候形３種

目板付縦羽目板張り ※図示 ・ ※図示 ・ 耐風圧性能 ・　　　N/㎡ 積雪　・　 　ｃｍ 複層仕上塗材の上塗材　　※水系アクリルのつや有 ・
(9.2.2（b)(2))「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材 敷目板張り ※図示 ・ ※図示 ・ ・12枚切り  ・8枚切り４．平葺(一文字葺) 葺板の裁ち寸法 (13.3.4) （15.8.4）12.下地処理 モルタル,プラスター,しっくい,小舞壁塗り以外の下地その他表面の品質 防虫処理厚さ（mm） ※図示 ・ ※図示幅　木 ・ 一般部吊子間隔 ・　　ｍｍ ※図示 ・

回り縁 ※図示 ・ ※図示 ・表面加工　・有り（・天然目化粧加工　・塗装加工） 含水率 軒先唐草釘間隔・　　ｍｍ軒先唐草吊子間隔・　　ｍｍ 棟覆い釘間隔・　　ｍｍ棟覆い吊子間隔・　　ｍｍ
吊　木 ※図示 ・ ※図示※14％以下 ・・なし（・日本農林規格の1等　　　　） 雪止め ・設ける　 ・設けない (１節　一般事項)５．瓦棒葺 (13.3.5)(13.3.6)※図示 ・ ※図示吊木受け ・

・ (16.1.3)防火戸の指定 ※ 図示１．防火戸
棟覆い 軒先唐草一般部間隔　（ｍｍ）※図示 ・ ※図示野　縁 ・ 流れ方向と平行な ・防火戸の自動閉鎖機構の連動方式　　　※図示瓦棒葺 材料 釘間隔 釘間隔 雪止め４.合板等 (1)下地用合板 壁との取り合い 16吊子野縁受け 瓦棒 留付け釘 （ｍｍ）※図示 ・ ※図示 （ｍｍ）・・下記による　・図示 ２．見本の製作等 建具見本の製作 (16.1.4)※ 作製しない　・作製する下地用針葉樹製材 （9.2.3(1))

銅板以外※図示 ・ ※図示 ・・ ・ ・ ・敷目天井板 特殊建具の仮組 ・行う　　・行わない接着の程度 板面の品質厚さ（mm） ・設けるその他 心木あり
（16.1.6）銅板打ち上げ天井板 ・ 3.その他※図示 ・ ※図示 ・ ・ ・ ・・ 防犯建具部品の適用 ・適用する　・適用しない防虫処理　・適用・5.5 ※１類 広葉樹　※2等以上 ・設けない (２節アルミニウム・雨押えを設ける　釘＠　　ｍｍ 建難燃処理　・適用 心木なし ・ ・・ 2類 ・ ・針葉樹　※C－D以上 （9.10.1～9.10.5） ・雨押えを用いない　吊子＠　　ｍｍ和室造作材13.和室の造作 (16.2.2)製建具)防炎処理　・適用

樹　種 寸　法名　称 ４．性能及び構造特殊工法の場合　・製造所、工法名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 種　別 耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法（ｍｍ）(2)天然木化粧合板 （9.2.3(2))・下記による　・図示 ※図示 ・ ※図示柱 ・
６.横　葺 （13.3.7）雪止め ・設ける　 ・設けない 具接着の程度 化粧板の樹種名 その他厚さ（mm） ※図示 ・ ※図示敷居 ・Ａ種・ ※ ※ W-3S-2 ※ A-3 ※70

特殊工法の場合　・製造所、工法名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）かもい防虫処理　・適用 ※図示 ・ ※図示 ・・　1類
・難燃処理　・適用・　2類 塗込め貫 ※図示 ・ ※図示 ※ S-3（13.3.8）・ ・Ｂ種７.立平葺 吊子の工法 ・（　　　　　　　　　　　　　） ※ A-3 ※ W-3

防炎処理　・適用
※図示 ・ ※図示畳下地板 ・ 雪止め ・設ける　 ・設けない 工

防音ドアセット、防音サッシ畳寄せ ※図示 ・ ※図示 ・(3)特殊加工化粧合板 （9.2.3(3)) 特殊工法の場合　・製造所、工法名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）・下記による　・図示 遮音性（ ）・ 適用する
竿縁天井板 ※図示 ・ ※図示 ・ （4節　粘土瓦葺）表面性能・化粧加工の方法接着の程度 その他厚さ（mm） 断熱ドアセット、断熱サッシ(13.4.2(a))６．材　料 粘土瓦の種類、大きさ、産地等 ※図示 ・ ※図示格縁天井板 ・

防虫処理　・適用 ・ 適用する・オーバーレイ・　1類 断熱性（ ）事・Ｊ形 53Ａ  ・　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
難燃処理　・適用・プリント・　2類 床の間回り （9.10.7） ５．材　料 網戸の防虫網の材料 (16.2.3(e))※ 図示 ・役物瓦の種類防炎処理　・適用・塗装

樹　種 寸　法名　称 ※ 合成樹脂製、線径0.25ｍｍ以上、網目16～18メッシュ・ 使用しない・使用する雪止め瓦の使用
※図示 ・ ※図示(4)パーティクルボード （9.2.3(4)) 床　柱 ・・下記による　・図示 ・(13.4.2(b))瓦桟木の材質、寸法 ※ 杉、ひのき ・ ※ 21×15 ・ (16.2.3(f))シャッター　　・建具一体型　　・後付け型床がまち ※図示 ・ ※図示 ・接着の程度曲げ強さ 難燃性裏表面の状態区分厚さ（mm） 多雪区域又は急勾配の場合の瓦桟木の断面寸法 ※ 図示 ・

シャッタースラットの材質 ・アルミニュウム製　　・塗装鋼板製床　板 ※図示 ・ ※図示 ・・素地 ・　Uタイプ ・難燃2※13P、13M 棟補強用心材の材質、寸法 ※ 杉、ひのき ・ ※ 40×30 ・※15 (16.2.3(f))雨戸 鏡板等の仕様　　・アルミニュウム製　　・塗装鋼板製※図示 ・ ※図示落し掛け ・・単板張り ・難燃3※　Mタイプ
・ ７．工　法 （13.4.3(a))耐風圧性能※図示 ・ ※図示 ・　　　N/㎡ 積雪　・　90ｃｍ床脇棚・　Pタイプ ・・普通・化粧 ・断熱性能の適用（　　　　　　　　　　　　）

(13.4.3(c))野地板が木材以外の場合の桟木の留付け工法等 ※ 図示 ・ ６．形状及び仕上げ (16.2.4.(b))建具枠の形状　　※図示　　・（9.2.3(5))（5）構造用パネル 粘土瓦葺の棟の工法 ・７寸丸伏せ棟　・のし一体棟　・のし積み棟 (13.4.3(e)) (16.2.4.(c))・※図示アルミ製建具に取り付けるシャッター・雨戸の適用1.一般事項 適用範囲 （10.1.1） (５節 スレート葺）等級　・1級　・2級　・3級　・4級 厚さ　・　9㎜
結露水の処理方法 (16.2.4.(g))・（　　　　　　　　　　）８．材　料 屋根スレートの材料10 この章は、FRP系塗膜防水工事,シーリング工事,透湿防水シート工事,防水テープ工事 (13.5.2(b))5.接合具等 （9.2.4）（a）釘

(16.2.5(a))7.工　法 水切り板・ぜん板等 ※図示種類、寸法及び形状、色彩等： ・及びケイ酸質系塗布防水工事に適用する。釘の材種 ※表面処理された鉄又はステンレス鋼 ・
(16.2.5(b))内付け建具の止水 ・適用する（各建具製造所の指定工法）・役物スレートの種類 ※ 図示（10.2.2）2.FRP系塗布防水※図示 (３節　樹脂製建具)釘打ち本数、斜め打ち場所 ルーフドレイン防 ・FRP系塗布防水用ルーフドレイン

雪止め ・設ける　 ・設けない (16.3.2(b)(1))８．性能及び構造・つぶし頭釘打ち・釘頭埋め木 ・鋳鉄製ルーフドレイン・※隠し釘打ち造作材化粧面の釘打ち 耐風圧性能９．工　法 (13.5.3(a))・　　　N/㎡ 積雪　・　 　ｃｍ 種　別 耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法（ｍｍ）
下地材（b）木ねじ 材 質 　 ※ ス テ ン レ ス 鋼 　 ・鋼 ・黄銅 （10.2.4）（9.2.4） (６節アスファルト水

（13.6.2(b))シングル葺)名　称 樹　種 寸　法（mm) その他 ・Ａ種 ※ ※ W-3S-2 ※ A-4 ・6.耐候性,防腐, （9.3.1）耐候性処理 木材保護塗料塗り（ＷＰ） ・A種　※B種 １０.材料・工法 アスファルトシングルの品質,形状,色調,寸法：
防蟻,防虫処理 ・防腐,防蟻処理根太掛 ・ ・ ・工（9.3.2） ※ 図 示 　 　防腐,防蟻処理 適用 ・共仕 9.3.2による。 ・ ※ S-3・Ｂ種 ※ A-4 ※ W-3

・根　太 ※杉 ※45×55 ＠300程度 ・防腐,防蟻、防虫処理・（　　　　　　　　　）薬剤、使用量等の記録を提出する。 耐風圧性能 (13.6.3(a))・　　　N/㎡ 積雪　・　 　ｃｍ
（9.3.2（4)) (13.6.3(g))雪止めボード原料接着剤への薬剤混入による防腐・防蟻処理 ・設ける　 ・設けない事 (16.3.2(b)(2))防音ドアセットの遮音性の等級　　・T-1　　・T-2下地合板 （10.2.4） (７節　と　　い)

・適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） (16.3.2(b)(3))断熱ドアセットの断熱性の等級　　・H-4　　・H-5厚さ（mm）名　称 樹　種 その他接着の程度 ※ 図 示 　 　 (13.7.2(a))11．材　料 といの材料の種類及び板厚等： ・防虫処理　　・適用部位等：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） （9.3.3） 9.材　料 (16.3.3(e))シャッター　　・後付け型谷どいの板厚：※12 ・・ ※特類 ・防虫処理構造用合板 ・
シャッタースラットの材質 ・アルミニュウム製　　・塗装鋼板製塩化ビニール樹脂製といの種類,外形,厚さ,長さ等：7.屋根回り ・下記による　・図示による軒先、けらば回り （9.4.1）

・防虫処理・ ※1類 ・下地用合板 ※12 ・ ガラス　　※複層ガラス　　・単層ガラス　　・３層ガラス (16.3.3(g))※ 図 示 　 　・
その他寸　法(㎜)名　称 樹　種 12．といの加工 (13.7.3(c)) (16.3.4(f))硬質塩化ビニル製集水器及びあんこうの形等の指定： 10.形状及び仕上 表面色　　・標準色　　・特注色

及び取付け（10.2.4）水張り試験 ・行う　　・行わない ※ 図 示 　 　・ (16.3.5(a))鼻隠し 11.工　法 水切り板・ぜん板等 ※図示 ・
（10.3.2） (16.3.5(b))１.一般事項 この章は,「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)」14章1節から3節までによる。3.シーリング 内付け建具の止水シーリングの施工箇所 ※図示 ・ ・適用する（各建具製造所の指定工法）

(14.2.1)14 (４節鋼製建具)２．ステンレス破風板 4.バルコニーの （10.4.3）材質・固定方法等 ※アルミニウム製とし製造メーカー仕様による。 簡易気密型ドアセットの性能 (16.4.2(b)(1))
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12．性能及び構造種　      　類 施工箇所(手すり、タラップ、建具以外)の表面仕上げ手すり笠木
種　別 気密性 水密性 備　考広小舞,登りよど ※ ＨＬ程度１.適用範囲 この章は、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」10章「石工事」による。

・簡易気密型ドアセット ※ W-1※ A-3・ Ｎo.２Ｂ程度(10.1.3)石材の割付　　※標準仕様書10.1.3(a)(1)(2)による　・ 図示２．施　工
面戸板

・ 鏡面仕上程度粗面仕上げののみ込み部分の仕上げ　　　 　　　　　・ 図示 (10.1.3) (16.4.2(b)(2))防音ドアセットの遮音性の等級　　・(              )11
屋根下地 （9.4.2）・下記による　・図示による 13．材　料 (16.4.3(a))鋼板類　　　・JIS G 3302(溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）　(14.2.2)(表14.2.1)３．アルミニウム屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ (10.1.5)

・JIS G 3317(溶融亜鉛-5%アルミニュウム合金めっき鋼板及び鋼帯）その他
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事

名　称 樹　種 寸　法(㎜) 及びアルミニウム・ 行う（使用箇所　※ すべて　　・　　　　　　　　　　　　　　　） 種　別、色　合 施工箇所(成形板、笠木、建具以外)被膜の種別 (５節 鋼製軽量建具）(10.2.1)(表10.2.2)３．石　材 天然石 合金の表面処理 ・簡易気密型ドアセットの遮音性の等級:(  A-2  ) (16.5.2(b)(1))14．性能及び構造瓦棒葺心木
表面仕上げ品　　質 石材の種類 寸法(mm) 厚さ(mm) 備　考施工箇所 ・防音ドアセットの遮音性の等級：（　　　　　） (16.5.2(b)(2))

15．材　料・一等品　・2等品 (16.5.3(a)(2))ビニール被覆鋼板　　・適用する
通気垂木 (16.5.3(a)(3))カラー鋼板 ・適用する(６節 ｽﾃﾝﾚｽ製建具）(14.2.2)陽極酸化被膜の着色方法

16．形状及び仕上げ 表面仕上げ ※ ＨＬ ・ (16.6.4(d))：厚さ　　㎜発泡プラスチック保温材 ※二次電解着色 ・ 三次電解着色 ・屋根断熱工法の断熱材
17．工　法 ステンレス鋼板の曲げ加工 ※ 普通曲げ　 ・角出し曲げ (16.6.5(a))(14.2.3)(表14.2.2)４．鉄鋼の亜鉛

（10.3.2)(10.3.3)４．施　工 外壁湿式工法 ※ (10.3.2)(10.3.3)による・ 図示による軒天井下地 （9.4.3）・下記による　・図示による (７節　木製建具)めっき 施工箇所(手すり、タラップ以外)表面処理方法 種  別内壁空積工法 ※ (10.4.2)(10.4.3)による （10.4.2)(10.4.3)・ 図示による 18．材　料 建具材の加工、組立時の含水率 (16.7.2(a))(表16.7.1)寸　法(㎜) その他名　称 樹　種
※ (10.4.2)(10.4.3)による乾式工法 ・ 図示による ・Ａ種    　※ Ｂ種    　・ Ｃ種（10.5.2)(10.5.3) ・ Ａ種

野縁,野縁受け かまち戸の材料 (16.7.2(c))石裏面処理　・適用する　　　　裏打ち処理　・適用する (10.3.2)(10.4.2)(10.5.2) 溶融亜鉛めっき ・ Ｂ種
・※図示　　かまち及び鏡板の樹種５．床及び階段の 床石張りの裏面処理　・行う 階段石張りの裏面処理　・行う (10.6.2)(10.6.3)

・ Ｃ種下地板 ふすまの材料 (16.7.2(d))石　張　り 目地幅(mm)・ 図示　シーリング材・ 適用する　目地位置　※（10.6.2)による　・ 図示
上張り紙の種類 ・鳥の子　・新鳥の子　・ビニル紙　・雲花紙（押入等の裏側）・ Ｄ種

(16.7.2(i))１.適用範囲 この章は、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」11章「タイル工事」による。 ・木製枠の樹種,寸法,仕上 ※図示　　8.外部開口部回り （9.5.1）アルミニウム製建具,樹脂製建具,木製建具回り 電気亜鉛めっき ・ Ｅ種 (11.1.3)２．伸縮調整目地 目地位置   ※ 標仕 表11.1.1による(外壁の場合) 19．形状及び仕上げ かまち戸の見込み寸法 ※ 36ｍｍ ・ (16.7.3(b))・樹種：（　　　　　）　・寸法：（　　　　　　　　　　）㎜
及びひび割れ ・ Ｆ種・ 図示（9.5.2） ふすまの見込み寸法　 ※ 19.5ｍｍ ・ (16.7.3(c))外部出入口木製建具回り木製枠
誘発目地

戸ぶすまの見込み寸法 ※ 30ｍｍ ・ (16.7.3(d))・樹種：（　　　　　）　・寸法：（　　　　　　　　　　）㎜  (11.2.2)(11.3.2)(11.4.2)タイルの種類３．陶磁器質
(２節　下　　地) 紙張り障子のかまち見込み寸法 ※ 30ｍｍ ・ (16.7.3(e))出入口下枠 （9.5.2）・ステンレス製　　（寸法,形状：図示　　） 12

再
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15タイル
耐凍害性吸水率による区分 うわぐすり 役　物 色 １．ラス系下地 ラス系下地の種類 (15.2.3(a)) (16.7.4(c))20．工　法 ・カシュー仕上（※ ２回塗  ・ ３回塗）ふすまの縁の仕上げ形状・花崗岩　　（種類,寸法,形状：図示　　） 主な用途

・直張りラスモルタル下地 ・通気工法単層下地（9.5.3） (8節.建具金物） ・備考外部額縁材 ・樹種,寸法　　※図示 寸法・ による (16.8.3(a))21.取付け施工・直張りラスシート下地 ・通気工法二層下地
タ
 
 
　
イ
 
 
　
ル
 
 
　
工
 
 
　
事

握り玉,レバーハンドル,押板類,クレセント等の取付け位置 ※図示 ・Ⅱ類 Ⅲ類 有 無 有 無Ⅰ類 施釉 無釉 標準 注文
(㎜)9.内部開口部回り （9.6.1）出入口回り木製枠 ・樹種：（　　　　　）　・寸法：（　　　　　　　）㎜ 区分 左 22.鍵 (16.8.4.(a))マスターキー建築基準法による防火等の規定 ・製作する　　・製作しない※図示 ・ (15.2.3(a))

(9節.自動ドア開閉装置）内部窓枠材 ・樹種：（　　　　　）　・寸法：（　　　　　　　）㎜ （9.6.2） ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 通気構法二層下地 (16.9.3(a))・片引き　　・引分け　　・片開き戸の開閉方法23.機　構
ラスの種類,重量　※2種波形ラス700（9.7.1） ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・10.内部床回り 床下地 ・下地用合板 （厚さ：※12㎜　・　　　） ・ 表(16.9.3)センサーの種類 ・（　　　　　　　　　　）
外張り断熱工法で断熱材の上に胴縁を施工する形式　・行う　　・行わない官・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ　（厚さ：15㎜　・　　　） ・適用する凍結防止措置 (16.9.3(f))

（11節.重量シャッター）通気構法単層下地 (15.2.3(d))内部床板張り用製材 ・・樹種：（　　　　　）　・厚さ：（　　　　　）㎜ （9.7.2） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 24.形式及び機構 シャッターの種類 (16.11.2(a))ラスの種類,重量　※2種リブラス800又は2種防水紙付きリブラス800・・樹種：（　　　）・寸法,厚さ：（　　　　　　）㎜上がりがまち （9.7.3） ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・一般重量シャッター　・外壁用防火シャッター　・屋内用防火シャッター　・防煙シャッター・
外張り断熱工法で断熱材の上に胴縁を施工する形式　・行う　　・行わない (16.11.2(c))開閉機能による種類 ※上部電動式（手動併用）　・上部手動式11.外壁回り 工外壁下地材 （9.8.1） 役物：標準的な曲りの役物は一体成型とする。  (11.2.2)(11.3.2)(11.4.2)２．木質系 木質系セメント板の種類 (15.2.4(a)) (16.11.2(f))（a）胴縁 ・樹種：（　　　　　）・寸法,間隔：（　　×　　、＠　　　）mm シャッターケース ・設置する　　・設置しない

（12節.軽量シャッター）試験張り ・ 行う　　※ 行わない  (11.2.2)(11.3.2)(11.4.2) ・木毛セメント板 ・セ メ ン ト 板 ・木片セメント板 (16.12.2(a))・防腐、防蟻処理：（・適用する　・適用しない） 25.形式及び機構 開閉形式　　※手動式　　・上部電動式（手動併用）(15.2.6(a))
・ 行う　　※ 行わない  (11.2.2)(11.3.2)(11.4.2)見本焼き 3.小舞下地 26.材　料建築基準法による耐力壁の指定 スラットの材質 ・JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）（b）ラス下地板 ・あり（※図示　・　　　　　　　　　）・なし (16.12.3)事

(11.2.7)(表11.2.3)(11.3.7)(表11.3.2)4．あと張り工法・留め付け釘 ・種類：（　　　　）・寸法：（　　　　） ・JIS G 3322(塗装溶融55％アルミニュウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）４．木ずり下地 木ずり用小幅板の樹種 (15.2.7(a))
タイルの大きさ種　　別 (16.12.4.(b))工　　　　　　　法 27.形状及び仕上げ スラットの形状　　・インターロッキング形　　・オーバーラッピング形（c）下地用合板 ※ 杉（心去り材） ・

(３節モルタル塗り)・防腐、防蟻処理：（・適用する　・適用しない） （13節.ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ） (16.13.2(a))・ 改良積上げ張り
内装タイル (15.3.2(d))・既調合モルタルを使用する セクション材料による区分 ※スチールタイプ　・アルミニュウムタイプ　・ファイバーグラスタイプ28.形式及び機構５．材料・工法※ 壁タイル接着剤張り・留め付け釘 ・種類：（　　　　）・寸法,間隔：（　　　,＠　　mm）

(16.13.2(b))耐風圧性能 ・　　　　N/㎡(15.3.4(b))・(15.3.4(b)(3))による。 ・ 図示既製目地材の形状
（d）通気胴縁 ※ 密着張り ※バランス式　・チェーン式　・電動式 (16.13.2(c))開閉方式による区分（4節せっこう (15.3.4(d))・外壁タイル張下地等の均しモルタルの接着力試験を行う。・防腐、防蟻処理：（・適用する　・適用しない）

・ 改良積上げ張り ・スタンダード形　・ローヘッド形　・ハイリフト形　・バーチカル形 (16.13.2(d))収納形式による区分プラスター塗）
外装タイル（e）通気金物 (16.13.3(b))※JIS G 3302(溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）　(15.4.3(b))・ 改良圧着張り ガイドレールの材料29.材　料６.調合及び塗厚 上塗り　・既調合プラスター(上塗り用）　・しっくい塗

・材質,形状,寸法　　　　※図示 ・ ・JIS G 4305(冷間圧延ステンレス鋼及び鋼帯）SUS304,SUSU430J1L,SUS443J1・　壁タイル接着剤張り (14節.ガラス）(6節しっくい塗）（9.8.2）外壁通気構法下地 ガラスの種類30.材　料 （16.14.2）(15.6.2)７.材料・下地 ・既調合しっくいを使用する。（製造所：　　　　　　種類：　　　　　　　）・ マスク張り※図示・支持荷重が大きくなる場合の通気胴縁接合具、留付け間隔
内装タイル以外の (15.6.3） ・フロート板ガラスの厚さによる種類等 ・※ 図示・ モザイクタイル張り 下地　　※(15.6.3)による ・

・横通気胴縁工法 (７節　小舞壁塗り)胴縁間隔：（＠　　　mm） ユニットタイル ・ 壁タイル接着剤張り (15.7.2（e))８．材　料 のりの種類 ・型板ガラスの品種及び厚さによる種類等 ・※ 図示・通気胴縁以降の外壁仕上の適合下地　※図示
・土物壁の場合 (・ふのり※ つのまた・ぎんなんそう・　　　　　　) ・※ 図示外壁板張り ・網入及び線入板ガラスの品種及び厚さによる種類等（9.8.3） (11.2.7)(11.3.7)(11.4.4)素地面の処理、下地モルタルの工法
・砂壁の場合　 (※ ふのり・つのまた・こんにゃくのり・にかわ・合成樹脂系混和剤)

樹　種 寸　法 ・・合わせガラスの種類、厚さの組合せ及び特性による種類等 ※ 図示名　称 素地面の処理の工法適用タイル 下地モルタルの工法 上塗りに用いる色土の種類 (15.7.2(f))・色土の種類
※図示 ・ ※図示押縁下見板張り ・ ・・強化ガラスの種類及び特性による種類等 ※ 図示・大津仕上用の種類※ 標準仕様書15.2.5による・ 素地のまま※図示 ・ ※図示南京下見板張り (15.7.2(h))・ 内装タイル ・色砂の種類

・・熱線吸収板ガラスの種類、厚さ及び性能による種類等 ※ 図示・ ・ 羽目板張り ※図示 ・ ※図示 ・ ９．工　程 工程の種別 ※ Ａ種　　・ Ｂ種 (15.7.5)
・・複層ガラスの種類、厚さ及び断熱性・日射熱遮へい性による種類等 ※ 図示※図示 ・ ※図示目板付縦羽目板張り ・ ・ 素地のまま ※ 標準仕様書15.2.5による (15.7.7(a))10．仕　上 上塗りの土物仕上工法の種類

外装タイル※図示 ・ ※図示敷目板張り ・ ・・熱線反射ガラスの種類、厚さ及び日射熱遮へい性による種類等 ※ 図示・水ごね土物２工法 ・のりさし仕上げ工法・水ごね土物１工法・ ・ 
・切返し仕上げ工法・のりごね仕上げ工法 ・砂壁仕上げ工法 ・・倍強化ガラスの種類及び厚さによる種類等 ※ 図示・ 素地のまま ※ 標準仕様書15.2.5による内装タイル以外の 大津仕上の工法の種類 (15.7.8(a))

ユニットタイル ・ ・ ・普通大津仕上げ工法 ・大津みがき仕上げ工法
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